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REPORT6もっと気軽に立ち寄れる場所に
総領木屋で「夜桜の会」

REPORT7恒例の龍船登場に歓声沸く
帝釈峡湖水開き

　総領町の木屋自治会で４月２１日、｢夜桜の会｣が開催
されました。
　木屋地域では公園整備を行い、植栽したしだれ桜など
が年間を通して多くの人に楽しまれています。その一環
として、夜桜を楽しんでもらおうと桜をライトアップしまし
た。
　この日集まったのは約６０人。ライトアップ前に、かわい
らしい子ども神楽と迫力ある総領饗心太鼓の演奏を楽
しむと、外が暗くなりいよいよ桜がライトアップ。あいにく
の雨となりましたが、夕闇に桜が照らされ幻想的な景色

が浮かび上がりました。集まった人の多くがカメラを片手
にその風景を楽しんでいました。
　木屋自治会の小島由佳利会長は｢こぢんまりとしてい
て、誰でも気軽に来ていただける場所になるよう整備し
てきた。これからも安らげる場所として守っていきたい。
ぜひ皆さん立ち寄ってほしい｣と話していました。

生

活

相

談

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

［
聴
覚
］　
６
月
21
日（
木
）

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４

−

６

−

１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

人
権
相
談
（
特
設
）

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

６
月
19
日（
火
）・７
月
３
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き　

７
月
12
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

７
月
５
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
総
領
地
域

と
き

７
月
11
日（
水
）

９
時
～
11
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４

−

６
２

−

２
５
７
２

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

６
月
21
日（
木
）・７
月
19
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童
課

女
性
子
ど
も
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き

６
月
22
日（
金
）・７
月
27
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所

市
民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
１
３
１

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

◆［
庄
原
地
域
］

○
知
的

と
き
　
７
月
９
日（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所（
三
次

市
十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健

康
相
談
で
す
。事
前
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ

の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

と
き

６
月
19
日（
火
）13
時
～
14
時

６
月
28
日（
木
）

13
時
30
分
～
14
時
30
分

※
６
月
28
日
は
庄
原
市
保
健
セ

ン
タ
ー
で
実
施
。

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　

検
査
は
無
料・匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。相
談
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き

７
月
11
日（
水
）

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４

−

６
３

−

５
１
８
１

無
料
法
律
相
談

　

広
島
弁
護
士
会
三
次
地
区
会

の
弁
護
士
が
法
律
相
談
に
応
じ

ま
す
。

と
き　

６
月
23
日（
土
）

13
時
～
17
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
１
２
１

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債

務
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
し
、解
決
の
た
め
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
週
月
～
金
曜
日（
祝

日
、年
末
年
始
除
く
）

９
時
～
16
時（
12
時
～
13
時
休
み
）

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
生
活
課
内

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
２
８

▲ライトアップされたしだれ桜

▲総領饗心太鼓の演奏

　新緑に彩られた４月２９日、「第４５回帝釈峡湖水開
き」が神龍湖で行われました。
　帝釈峡の安全と繁栄を祈願する神事が行われた後、
「トレイルセンターしんりゅう湖」前広場では、地元鬼神
太鼓の太鼓演奏や子ども神楽の演舞などのステージ
ショーを見ながら、神石高原マルシェのテント広場で軽

食を楽しむ観光客でにぎわいました。
　また湖面では、紅白の煙を吐きながら龍をかたどった
龍船が登場するアトラクションも行われました。
　春の透き通る青空の下、訪れた約２千人の観光客は、
石灰岩が織り成す帝釈峡の雄大な自然景観やイベント
を満喫していました。

▲龍船が登場 ▲多くの観光客でにぎわう
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information

催

　

し

道
後
山
山
開
き
・
つ
つ
じ
祭

　

国
定
公
園
道
後
山
の
山
開
き

と
つ
つ
じ
祭
り
で
す
。道
後
山

山
頂
か
ら
は
、３
６
０
度
の
雄

大
な
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
ま

す
。つ
つ
じ
の
甘
い
香
り
と
と

も
に
、山
々
の
連
な
り
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

６
月
17
日（
日
）

と
こ
ろ

道
後
山（
月
見
ヶ
丘
山
頂
）

※
雨
天
の
場
合
は
、道
後
山
高
原

ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク
体
育
館
で
す
。

内
容　

奉
納
神
楽
、西
城
川
太

鼓
、福
も
ち
ま
き

※
無
料
送
迎
バ
ス
が
、備
北
商
工

会
館
前
を
９
時
に
出
発
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

西
城
町
観
光
協
会

☎
０
８
２
４

−

８
２

−

２
７
２
７

男
女
共
同
参
画

笑し
ょ
う
ば
ら腹
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

　
「
輪
に
な
れ
ば 

笑
顔
満
開 

腹ふ
く
わ
ら笑
い
」を
テ
ー
マ
に
、男
女
共

同
参
画
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

と
き　

６
月
24
日（
日
）

10
時
～
15
時

（
講
演
会
13
時
30
分
～
15
時
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ほ
か

内
容

○
講
演
会

【
講
師
】

お
お
た
わ
史
絵
さ
ん（
内
科
医・

作
家
）

【
演
題
】

「
現
代
人
の
心
と
体
の
カ
ル
テ
」

　

仕
事
、介
護
、子
育
て
…
多
忙

な
毎
日
の
中
で
、ス
ト
レ
ス
を
溜

め
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

現
代
人
に
襲
い
か
か
る
心
と

体
の
病
気
に
つ
い
て
、楽
し
く
解

説
し
な
が
ら
、い
ろ
い
ろ
な
事
情

を
抱
え
た
人
を
地
域
で
支
え

合
っ
て
い
く
た
め
の
秘
訣
を
考
え

ま
す
。

○
そ
の
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト

　
ハ
ー
ブ
教
室
、消
し
ゴ
ム
は
ん
こ

づ
く
り
、か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
、巨

大
ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路
や
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
な
ど
、楽
し
い
企
画
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ま
た
、バ

ザ
ー
笑
腹
市
で
は
、お
い
し
い
食

べ
物
の
出
店
も
あ
り
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

女
性
児
童
課
女
性
子
ど
も
支
援

係☎
０
８
２
４

−

７
３

−

０
０
５
１

ま
ち
づ
く
り
講
演
会
開
催

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
が
４

月
１
日
か
ら
施
行
と
な
り
ま
し

た
。住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
必

要
な
市
民
の
力
、「
参
画
」と「
協

働
」に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
意
味

な
ど
、わ
か
り
や
す
く
講
演
い
た

だ
き
ま
す
。笑
腹
フ
ェス
タ
と
同

時
開
催
で
す
。

と
き　

６
月
24
日（
日
）

10
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ

私
か
ら
は
じ
め
る
地
域
づ
く
り

～
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
共
感
」と

「
参
画
」～

平成２４年度　県立広島大学市民公開講座（前期）
「東アジアの時事問題を考える」

と　き　８月７日（火）
	 １８時３０分（開場１８時）
ところ　庄原市民会館
入場料	  全席指定２，０００円
　　　　（当日券２，５００円）
※友の会会員割引は適用になりません。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

（当日は、要予約の託児サービスをご利用くださ
い。）
■前売り券販売開始　６月２０日（水）
■前売り券発売所

市内：�庄原市民会館、ジョイフル、
　　 ザ・ビッグ庄原店、食彩館ゆめさくら
三次市：サングリーン、ＣＣプラザ

問い合わせ
庄原市民会館　☎０８２４−７２−４２４２
生涯学習課文化振興係　☎０８２４−７３−１１８９

宝くじまちの音楽会　南こうせつｗｉｔｈ ウー・ファン　心のうたコンサート
　宝くじまちの音楽会は、宝くじ
の社会貢献広報事業の一環と
して、地域の人々に上質な音楽
を提供し、地域文化の発展に寄
与することを目的に開催されま
す。
　庄原市では、シンガーソングラ
イターの南こうせつさんと中国
古筝奏者の伍芳（ウー・ファン）さ
んを迎え、心のうたコンサートを
開催します。
　第一部は、南こうせつさんの

名曲・ヒット曲を中心に、ウー・ファンさんによる古箏の演奏、お２人のコ
ラボレーションなどをお届けします。
　第二部は、こうせつさんとウー・ファンさんの共演に加え、地元合唱
団との共演、そして会場全体での大合唱などこれまでにないオリジナ
リティーあふれる内容となっています。多くの皆さまのご来場をお待ち
しています。

講
師

早
瀬　

昇
さ
ん（
社
会
福
祉
法

人
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
常

務
理
事
）

問
い
合
わ
せ

自
治
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
定
住

推
進
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
５
７

庄
原
市
少
年
少
女
水
泳
記
録
会

　

市
内
の
小
学
５・６
年
生
が
参

加
し
、背
泳
ぎ
、平
泳
ぎ
、バ
タ
フ

ラ
イ
、自
由
形
、４
０
０ｍ
リ
レ
ー
、

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で
記
録
に
挑
戦

し
ま
す
。一
生
懸
命
に
競
技
す

る
選
手
へ
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

と
き

７
月
27
日（
金
）８
時
45
分
～

と
こ
ろ

西
城
温
水
プ
ー
ル「
水
夢
」

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
８
４

庄
原
市
成
人
式

　

本
年
度
の
成
人
式
を
、次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、７
月
以
降
の

広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

と
き　

８
月
15
日（
水
）10
時
～

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

対
象
者

　

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
、市
内
在
住
の
人
ま
た
は
市

外
に
住
む
庄
原
市
出
身
の
人
。

■
実
行
委
員
を
募
集

　

成
人
式
の
企
画・
運
営
を
一

緒
に
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

成
人
対
象
者
で
、成
人
式
の

企
画・運
営
に
関
心
が
あ
り
、実

行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
８
８

FAX
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
５
４

Ｅ
メ
ー
ル　

syogai-syakai@
city.shobara.hiroshim

a.jp

募

　

集

高
原
の
家
七
塚

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

●
七
塚
原
自
然
体
験
キ
ャ
ン
プ

　

キ
ャ
ン
プ
生
活
を
通
じ
て
、人

間
関
係
づ
く
り
、自
然
と
の
共
生
、

野
外
生
活
の
知
恵
、生
き
る
力
を

学
び
ま
す
。

と
き

８
月
７
日（
火
）～
13
日（
月
）

今日の東アジアの情勢は、どのような方向に動いていくか予測することが難しい状況と言われています。
今回は、台湾・中国・朝鮮半島の情勢について、県立広島大学庄原キャンパスの教員を招いて講座を実施します。
東アジアの国際環境における日本の状況を学習し、国際情勢を理解するための一助としてください。

講座日程
回 日　　時 講　座　名 場 所 講　師
１ ６／２８（木）１４：４０～ 竹島と韓国のナショナリズム １２０１県立広島大学名誉教授　原田　環
２ ７／ ６（金）１３：００～ 尖閣諸島の歴史的位置 ２１０１人間文化学部准教授　岡本　弘道
３ ７／１３（金）１４：４０～ 北朝鮮の核武装と日本の安全保障政策 ２１０１人間文化学部講師　原　理
４ ７／１９（木）１４：４０～ 台湾から見た二つの領土問題 １２０１地域連携センター講師　上水流　久彦
３回以上講座を受講した方には修了証を交付します。

と　き　６月２８日（木）～７月１９日（木）　　ところ　県立広島大学庄原キャンパス
申込期限　６月２５日（月）　※電話、ＦＡＸまたは電子メールでお申し込みください。（住所・氏名・電話番号・年齢を明記）
定　員　８０人

申し込み・問い合わせ　庄原市教育委員会　生涯学習課社会教育係　〒７２７−８５０１　庄原市中本町一丁目１０番１号
　　　　　　　　　　☎０８２４−７３−１１８８　Ｆａｘ０８２４−７３−１２５４　E-mail:syogai-syakai@city.shobara.hiroshima.jp

早瀬　昇さん

おおたわ史絵さん

６
泊
７
日

対
象　

 
小
学
３
年
生
～
６
年
生

指
導
者

日
本
自
然
観
察
指
導
員
お
よ
び

高
原
の
家
七
塚
ス
タ
ッフ

参
加
費　

８
千
円（
教
材
費・
傷

害
保
険
料・
食
糧
費
な
ど
を
含

む
）

定
員　

 

50
人

申
込
締
め
切
り
日

７
月
10
日（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

高
原
の
家
七
塚

☎
０
８
２
４

−

７
５

−

２
０
３
３

ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク
山
野
草
観
察
会

　

道
後
山
高
原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク

内
に
自
生
す
る
中
国
山
地
特
有
の

山
野
草
な
ど
の
植
物
を
、現
地
ガ

イ
ド
の
わ
か
り
や
す
い
解
説
で
紹

介
し
ま
す
。ミ
ズ
チ
ド
リ
、ハン
カ
イ

ソ
ウ
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

と
き　

７
月
１
日（
日
）

と
こ
ろ

道
後
山
高
原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク

参
加
費

大
人�

５
０
０
円

高
校
生
以
下�

２
５
０
円

（
入
園
料
含
む
）

問
い
合
わ
せ

道
後
山
高
原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク

☎
０
８
２
４

−

８
４

−

２
７
２
７
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花
の
広
場

　

５
月
15
日（
火
）か
ら
７
月
１

日（
日
）ま
で
の
期
間
、「
初
夏
の

花
物
語
」と
し
て
、こ
の
期
間
に

咲
く
花
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

シ
ャ
ー
レ
ー
ポ
ピ
ー
、ヤ
グ
ル
マ
ソ

ウ
、ラ
ー
ク
ス
パ
ー
、ア
ジ
サ
イ
な

ど
初
夏
を
彩
る
花
が
次
々
に
開

花
し
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
花

「
シ
ャ
ー
レ
ー
ポ
ピ
ー
」

　

鮮
や
か
な
赤
が
印
象
的
な
ポ

ピ
ー
で
す
。（
見
ご
ろ
は
６
月
中

旬
頃
ま
で
）

「
ラ
ー
ク
ス
パ
ー（
チ
ド
リ
ソ
ウ
）」

　

別
名
ヒ
エ
ン
ソ
ウ（
飛
燕
草
）。

花
が
チ
ド
リ
の
飛
ぶ
姿
を
思
わ

せ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

そ
う
で
す
。（
見
ご
ろ
は
６
月
中

旬
か
ら
下
旬
頃
ま
で
）

※
６
月
16
日（
土
）、17
日（
日
）

は
、花
を
摘
み
取
る
体
験「
切
り

花
体
験
」を
開
催
し
ま
す
。

受
付　

花
の
広
場

時
間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

１
人
10
本
ま
で

■
サ
サ
ユ
リ

　

公
園
で
は「
サ
サ
ユ
リ
」の
保

全・
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。も
と
も
と
園
内
に
あ
っ
た
自

生
株
と
、特
殊
な
栽
培
に
よ
り

増
殖
し
た
株
を
保
全
地
に
移
植

し
て
育
て
て
い
ま
す
。こ
の
サ
サ
ユ

リ
の
開
花
に
合
わ
せ
て
保
全
地

を
公
開
し
ま
す
。

（
見
ご
ろ　

６
月
中
旬
～
下
旬
）

　
　
　

初夏の
花物語開催中
問い合わせ　備北公園管理センター
☎0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

「
サ
サ
ユ
リ
」の
名
前
は
、葉
の
形

が「
笹（
サ
サ
）」に
似
て
い
る
こ
と

に
由
来
し
ま
す
。花
は
淡
い
ピ
ン

ク
色
で
甘
い
香
り
が
あ
り
ま
す
。

見
か
け
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た

「
サ
サ
ユ
リ
」を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

場
所　

北
入
口
み
の
り
の
里（
北

入
口
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
国
兼

か
ら
徒
歩
５
分
）

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
が
隣
接

し
て
い
ま
す
。自
転
車
を
止
め
て

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

公
開
期
間　

６
月
中
旬
～
下
旬

（
見
込
み・開
花
期
間
の
み
公
開
）

ホ
タ
ル
舞
う
、ひ
ば
の
里

　

６
月
中
ご
ろ
に
な
る
と
ホ
タ
ル

が
飛
び
始
め
ま
す
。そ
こ
で
、ホ

タ
ル
の
発
生
に
合
わ
せ
て
特
別
に

夜
間
開
園
を
行
い
ま
す
。ホ
タ
ル

の
飛
び
交
う
景
色
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

５月15日～７月１日（月曜休園）

（要予約）

と
き（
予
定
）

６
月
22
日（
金
）・23
日（
土
）

18
時
～
21
時

※
入
園
は
20
時
ま
で
。「
中
入
り

口
」か
ら
ご
入
園
く
だ
さ
い
。

■
カ
ブ
ト
ム
シ
、順
調
に
生
育
中

　
「
カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム
」７
月
１

日（
日
）か
ら
公
開
予
定

　

こ
の
春
オ
ー
プ
ン
し
た「
い
こ

い
の
森
」エ
リ
ア
に
、こ
の
夏「
カ

ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム
」が
登
場
し
ま

す
。学
校
の
プ
ー
ル
程
の
大
き

な
ケ
ー
ジ（
か
ご
）の
中
に
は
２
、

５
０
０
匹
の
カ
ブ
ト
ム
シ
が
い
ま

す
。

　

さ
あ
、ド
ー
ム
の
中
で
お
も
いっ

き
り
カ
ブ
ト
ム
シ
た
ち
を
と
触

れ
合
って
み
て
く
だ
さ
い
！

と
き（
予
定
）

７
月
１
日（
日
）～
８
月
中
旬
ま

で（
カ
ブ
ト
ム
シ
発
生
期
間
の
み

公
開
）

※
入
園
方
法
、時
間
は
調
整
中

※
イ
ベ
ン
ト
の
日
程
内
容
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
花
の
開
花
状
況
は
天
候
な
ど

に
よ
り
前
後
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

県
民
の
森
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

中
国
山
地
の
自
然
探
訪

　

県
民
の
森
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し

て
、比
婆
山
を
中
心
に
近
郊
の

山
々
を
訪
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
幻
の
シ
ョ
ウ
キ
ラ
ン
を
見
つ

け
よ
う
！
天
女
と
の
出
会
い
。

と
き

６
月
22
日（
金
）～
23
日（
土
）

参
加
費

１
泊
３
食　

１
万
５
０
０
円

定
員　

25
人（
要
予
約
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
公
園
セ
ン

タ
ー

☎
０
８
２
４

−

８
４

−

２
０
１
１

そ

の

他

平
成
24
年
度

補
助
犬（
盲
導
犬
）給
付
事
業

　

広
島
県
視
覚
障
害
者
団
体
連

合
会
で
は
、補
助
犬（
盲
導
犬
）

を
給
付
し
ま
す
。（
給
付
頭
数
は

県
内
で
１
頭
で
す
。）

対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

①
県
内（
広
島
市
を
除
く
）に
１

年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

②
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③
視
覚
障
害
の
等
級
が
１
級
ま

た
は
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

居
手
当
を
除
い
た
額
の
う
ち
、

３
万
円
を
越
え
る
額
。上
限
は
月

額
２
万
円
で
、期
間
は
24
カ
月
。

（
市
外
通
勤
の
方
に
は
通
勤
代
と

し
て
月
額
３
千
円
を
加
算
し
ま

す
）

問
い
合
わ
せ

自
治
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
定
住

推
進
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
５
７

ま
た
は
各
支
所
企
画
調
整
室

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
し
ょ
う
ば
ら
５
月
号
の

36
ペ
ー
ジ
の
あ
っ
ぱ
れ
庄
原
の
記

事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。次
の

と
お
り
訂
正
す
る
と
と
も
に
、深

く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

広
島
県
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

●
演
技
競
技　

小
学
４
年
生
以

下
の
部

（
誤
）

上
貝　

真
帆（
東
城
小
３
年
）

（
正
）

上
貝
　
真
帆（
西
城
小
３
年
）

広島県北部農業共済組合　〒729-6201  三次市和知町360-5  TEL 0824（66）3111   FAX 0824（66）3130

わずかな掛金で大きな補償 農機具に安心の補償を

火災共済
火災・落雷などの事故を補償

総合共済
火災等に加え、自然災害まで幅広く補償

火災共済
格納中の事故等を補償

総合共済
稼働中の事故から自然災害まで補償

「信頼のきずな」
未来を拓く運動展開中

の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

④
そ
の
ほ
か
、連
合
会
が
定
め
た

基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

申
請
窓
口　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

問
い
合
わ
せ　

広
島
県
視
覚
障
害
者
団
体

連
合
会

☎・FAX
０
８
２

−

２
２
９

−

２
３
２
０

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

市
は
、重
度
・
中
度
の
障
害
を

お
持
ち
の
方
に
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
が
ま
だ
の
方
は
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、次
の
①

～
③
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
お

持
ち
の
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳　

１
級
、２

級
、３
級
、４
級

②
療
育
手
帳
Ⓐ
、Ａ
、Ⓑ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
、２
級

助
成
内
容

　

１
枚
３
０
０
円
分
の
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
を
72
枚
交
付
し
ま
す
。

（
本
年
度
中
に
新
た
に
手
帳
を
取

得
し
た
場
合
・
転
入
し
た
場
合

は
、そ
の
月
に
応
じ
て
交
付
枚
数

が
少
な
く
な
り
ま
す
。）

　

な
お
、す
で
に
本
年
度
分
の
タ

ク
シ
ー
券
を
受
け
取
っ
て
い
る

方
は
再
度
の
申
請
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

●
手
帳

●
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の
印
鑑

※
血
液
透
析
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、別
途
タ
ク
シ
ー
券
の
交

付
、ま
た
は
通
院
費
用
の
助
成
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。申
請
に
は
手
帳
・
印
鑑

と
医
療
機
関
の
証
明
が
必
要
で

す
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

庄
原
市
新
婚
世
帯
家
賃

支
援
補
助
金

　

人
口
減
少
の
著
し
い
若
年
層

の
市
内
へ
の
定
着
と
経
済
的
支

援
を
目
的
に
、民
間
賃
貸
住
宅
に

居
住
す
る
新
婚
世
帯（
平
成
21
年

４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
を
提

出
し
た
方
で
、夫
婦
共
に
40
歳
未

満
）に
対
し
て
、家
賃
・
通
勤
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金　

月
額
家
賃（
共
益
費
を

含
み
駐
車
場
代
を
除
く
）か
ら
住
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広報日記
　今回の表紙は比和牛供養田植。いい写真を撮
るには、いい位置どりが鉄則、と気合いを入れ開始
の１時間以上前に会場入りしましたが、すでに多く
のカメラマンであふれていました。それだけこの供
養田植が歴史と伝統を受け継ぐ貴重な行事であ
り、何より４年に１度しかお目にかかれません。そし
て華があります。そういったところをうまくカメラに収
めたいと苦戦していると、隣で小気味よくシャッター
音を鳴らす男性から「感じたままに撮ればいいん
よ」とアドバイスが。･･･難しい。奥

　人口減少・高齢化が進む中で、性別や年齢にかかわらず、職場や
家庭、地域活動などさまざまな分野に誰もが参画し、能力を発揮する
ことができる男女共同参画の実現が求められています。
　庄原市ではこの３０年間で人口が約１３,０００人、合併後５年間で
約３,０００人も減少しており、特に生産年齢人口（１５～６４歳）が急
速に減少しています。
　これからの庄原市を市民みんなで支えていくため、「オールしょうば
ら」の観点で、まちづくりを進めていきたいですね。

６月・７月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

※飼い犬・猫の引き取りは有料です。

犬・猫の引き取り
問環境政策課　☎0824-72-1398

問女性児童課　☎0824-73-0051
男女共同参画コーナー

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？
あなたの不安な気持ちをお話ください。
〈〈家族や友人が心配な方もご相談できます。〉〉

人の動き
平成24年4月末日現在

［住民基本台帳登載人口］
人口　３９，５７０人（前年比－６２９人）
男　　１８，８００人（前年比－３２７人）
女　　２０，７７０人（前年比－３０２人）
世帯数　１５，９０６世帯（前年比－１００世帯）

［外国人登録人口］
○人口　３１４人（前年比±０人）

ふれあい市長室の日程
問情報政策課広報広聴係☎0824-73-1159

とき　　７月１４日（土）９時～１２時
ところ　西城支所
※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、
事業担当課へお願いします。

引き取り日 時　　間 場　　所
庄原
地域 毎月第２･４水曜日

６月１３日・２７日
７月１１日・２５日

  ９：００～  ９：３０ 市役所車庫

東城
地域 １０：４０～１１：１０ 東城支所

正面駐車場

６月２３～２９日は男女共同参画週間です
キャッチフレーズは「あなたがいる 私がいる 未来がある」

広島県西部こども
家庭センター

☎082−254−0391 月～金
10:00〜 17:00

休日夜間電話相談
☎082−254−0399

月～金
17:00〜 20:00
土日祝
10:00〜 17:00

広島県北部こども
家庭センター

☎0824−63−5181
（代）内線2313

月～金
10:00〜 17:00

庄原市役所 女性児童課 女性子ども支援係
☎０８２４−７３−１２４３（月～金 ９：００～１７：００ 年末年始・祝日除く）

と　き　6月25日（月）12時15分～55分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　伊達万浩（ヴァイオリン）ほか、
　　　　広島交響楽団４人
　　　　（�伊達真帆・熊沢雅樹・中村めぐみ・板

谷由起子）
曲　目　�サン・サーンス作曲「白鳥」
　　　　�モーツアルト作曲「オーボエ四重

奏曲」ほか

伊
だ て

達万
かずひろ

浩……庄原市出身。国立音楽大学卒
業。プラハ音楽アカデミーに留学。現在、広島交
響楽団団員。エリザベト音楽大学非常勤講師。

問生涯学習課文化振興係☎0824-73-1189
市役所ロビーコンサート

献血を次のとおり実施します。皆さんのご協力をお願いします。

献血のご案内
問保健医療課医療予防係☎0824-73-1155

★７月の展示案内★
敷信絵手紙教室作品展
８日（日）～ 10 日（火）10 時～ 17 時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
　※�展示を希望される団体（または個人）はお申
し込みください。使用料はいりません。

毎月９日は、しょうばら九日市
出店者募集中！あなたのお店を開こう。
毎月20日が出店申込締め切りです。
申し込みは　交流サロンラッキー

☎0824-72-0075
　　　と　き　７月９日（月）10 時〜 14 時
　　　ところ　中本町商店街周辺
　　　　　　　（のぼりが目印）
詳しくはHPでhttp://kunchi-ichi.main.jp

☎0824-75-4411

しょうばら九日市

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報BOX

７月

【６月～７月のイベント情報】

▼ゆめさくら講座
○かずら教室
〜フラワースタンド･オブジェ風（７０㎝花台）〜
　とき　６月２０日（水）９時３０分～１２時
　参加費　１，５００円　定員　１５人
○癒しの空間づくりｋｏｕｚａ
〜観葉植物の寄せ植え〜
　とき　６月２２日（金）
　　　　朝の部１０時３０分～１２時
　　　　昼の部１３時３０分～１５時３０分
　参加費　１，８００円　定員　各１０人
○夏休み木工教室
〜自然の恵みで“絵”をつくろう〜
ウェルカムボード
〜懐かしい物づくり〜竹とんぼ　ほか
　とき　７月７日（土）・８日（日）、２１日（土）・
　　　　２２日（日）　１０時～１４時
　参加費　３００円〜　当日随時受け付け

▼展示・その他
庄原さとやまオープンガーデン
インフォメーション
　とき　６月１５日（金）・１６日（土）・１７日（日）

　これは昭和４７年にカシオ計算機（株）で作られた、最小・最軽量の電子
式卓上計算機（以下電卓）です。「答え一発！カシオミニ」のキャッチフレーズ
で、当時１２，８００円と破格の安さで発売され、２００万台が売れました。この
電卓は、四則計算が行える６桁の蛍光管表示式“ポケット型電卓”で、計算
機能を凝縮したワンチップのＬＳＩ（大規模集積回路）を使い、単３電池４本で
使える画期的なものでした。
　電卓が登場する前は、そろばんや計算尺などで計算し、のちに出現する
機械式や電動式の計算機は、操作が難しく計算に時間がかかりました。そ
の後、真空管、トランジスター、ＩＣを用いた電子式になり、計算能力が飛躍的
に向上します。
　電卓の原理は、計算方法の１つ「２進法」で電子的に計算を行います。世
界で最初の電卓は昭和３６年にイギリスで発表され、日本では昭和３５年ご
ろから研究がスタート。昭和３９年にはシャープ、ソニー、キャノン、大井電気か
ら電卓が発売されました。しかし、いずれも大きく重く、高価（国産乗用車と同
程度）で主に業務用として使われていました。その後急速な技術革新によ
り、小型化し、量産され価格も下がりましたが、昭和４７年当時で約３万円と
高価なため手軽には買えませんでした。
　その後、技術の進歩によって液晶表示や太陽電池なども使われて高機
能・高性能となり、昭和３７年に２５ｋｇあった電卓は、２０年後には１２ｇまでに
小型軽量化し、今では１００円で買えるまでになりました。
　電卓の進歩には、日本の電子技術が大きな役割を担い、パソコンや半導
体、液晶など最先端ＩＴ技術の開発や発展に大きく寄与しています。
　３月２０日は「電卓の日」です。昭和４９年に日本の電卓生産台数が、世界
一になったことを記念して設けられました。

電卓（電子式卓上計算機）

休日診療のご案内

●庄原地域
月　日 診療所名 電話番号

６月 10日（日）戸谷医院 ０８２４−７２−３１３１
17日（日）牧原医院 ０８２４−７２−００５７
24日（日）河本医院 ０８２４−７５−０３１１

７月１日（日）庄原赤十字病院 ０８２４−７２−３１１１
８日（日）笠間医院 ０８２４−７２−０５３５

●東城地域
月　日 診療所名 電話番号

６月 10日（日）日伝医院 ０８４７７−２−２１８０
17日（日）東城病院 ０８４７７−２−２１５０
24日（日）三上クリニック ０８４７７−２−１１５１

７月１日（日）こぶしの里病院 ０８４７７−２−５２５５
８日（日）東城病院 ０８４７７−２−２１５０

６月・７月の休日診療については、次のとおりです。

実施日 会場 受付時間

６月２６日（火） 西城保健福祉総合センター
（しあわせ館）

１０時～１１時３０分
１２時３０分～１５時

６月２７日（水） ジョイフル １１時３０分～１５時

７月４日（水） 口和文化ホール
（ヒューマンライツ）

１０時～１１時３０分
１２時３０分～１５時

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎ 0824-73-1145
●下水道課管理係　☎ 0824-73-1175
●水道課庶務係　　☎ 0824-73-1197

口和郷土資料館 ☎0824-87-2230
開館日　月・木・土　9時〜17時

LSI

内部表示管

キーボード

大きさ：3.8cm（高さ）、14.5cm（幅）、
7.5cm（奥行き）、287g（電池込みの重さ）

人口の推移（S55～H22）　庄原市人口
6万

5万

4万

3万

2万

1万

０

計53,506計 53,506 計 52,157計 52,157 計 59,624計 59,624 計 48,539計 48,539 計 45,678計 45,678
計 43,149計 43,149

計 40,244計 40,244

9,898
（18.5％）
9,898

（18.5％） 12,332
（24.4％）
12,332
（24.4％）

4,339
（10.8％）
4,339

（10.8％）

20,689
（51.5％）

15,154
（37.7％）
15,154
（37.7％）

4,870
（11.3％）
4,870

（11.3％）

22,647
（52.5％）

15,600
（36.2％）
15,600
（36.2％）

5,768
（12.6％）
5,768

（12.6％）

24,680
（54.0％）

15,230
（33.3％）
15,230
（33.3％）

7,088
（14.6％）
7,088

（14.6％）

27,496
（56.6％）

13,955
（28.8％）
13,955
（28.8％）

8,247
（16.3％）
8,247

（16.3％）

30,033
（59.3％）

9,281
（17.8％）
9,281

（17.8％）

32,072
（61.5％）

10,804
（20.7％）
10,804
（20.7％）

9,694
（18.1％）
9,694

（18.1％）

33,913
（63.4％）

65 歳以上
15～64歳
0～14歳

注）年齢不詳人口があるため、必ずしも合計人口と一致しない 資料：国税調査
S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22


